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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

　

回次
第46期
第３四半期
累計期間

第47期
第３四半期
累計期間

第46期
第３四半期
会計期間

第47期
第３四半期
会計期間

第46期

会計期間

自  平成21年
     ７月１日
至  平成22年
     ３月31日

自  平成22年
     ７月１日
至  平成23年
     ３月31日

自  平成22年
     １月１日
至  平成22年
     ３月31日

自  平成23年
    １月１日
至  平成23年
     ３月31日

自  平成21年
     ７月１日
至  平成22年
     ６月30日

売上高 (千円) 15,606,87917,618,0134,998,1875,607,13821,392,477

経常利益 (千円) 521,342 689,373 176,324 247,499 874,618

四半期(当期)純利益 (千円) 283,695 356,788 98,376 137,250 485,144

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ― ― ―

資本金 (千円) ― ― 1,057,5001,057,5001,057,500

発行済株式総数 (株) ― ― 5,136,6005,136,6005,136,600

純資産額 (千円) ― ― 6,480,1136,896,1896,677,256

総資産額 (千円) ― ― 15,946,82617,075,77115,228,643

１株当たり純資産額 (円) ― ― 1,262.281,343.341,300.68

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 55.26 69.50 19.16 26.74 94.50

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― ― ― 27.00

自己資本比率 (％) ― ― 40.6 40.4 43.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 546,820 333,910 ― ― 913,821

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △614,754△1,068,739 ― ― △676,658

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 431,1341,130,135 ― ― △357,757

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 844,026 755,537 360,230

従業員数 (人) ― ― 175 186 175

(注)１． 当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、四半期連結会計期間に係る主要な経営指標等の推移

については、記載しておりません。

２． 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３． 当社は、関連会社がないため、持分法を適用した場合の投資利益を記載しておりません。

４． 潜在株式調整後1株当たり四半期(当期）純利益金額は潜在株式が存在しないため、記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

　当第３四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

　当社は、関係会社を有しておりません。

　

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

　 平成23年３月31日現在

従業員数(人)
186

（792)

(注)  １．従業員数は、就業人員数であります。

２．従業員数欄の（外書）はエリアスタッフ及びパート・アルバイトの当第３四半期会計期間における平均雇

用人員（１日８時間換算）であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【販売及び仕入の状況】

当第３四半期会計期間における販売及び仕入の状況は、次のとおりであります。

(1) 販売実績

部門別 売上高（千円） 構成比（％） 前年同四半期比(％)

ＤＩＹ用品 2,839,435 50.6 112.3

家庭用品 1,911,669 34.1 114.1

カー・レジャー用品 856,033 15.3 107.7

合計 5,607,138 100.0 112.2

(注) １  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２  部門別の用品明細は次の通りであります。

(１)　ＤＩＹ用品・・・・・・ホビー・木製品、建材、手工具、電動工具、金物、塗料、接着剤、園芸資材

薬剤肥料・用土、植物、エクステリア用品、石材

(２)　家庭用品・・・・・・・家庭用品、日用品、インテリア用品、電気資材用品、収納用品、住宅設備用品

(３)　カー・レジャー用品・・カー用品、アウトドア用品、ペット、生体、文具

　
(2) 単位当たり売上高

項目 　 前年同四半期比　　(％)

売上高 (千円） 5,607,138 112.2

売場面積（平均） （㎡） 71,915 108.1

１㎡当たり売上高 (千円） 77 103.8

従業員数(平均） (人） 978 113.3

１人当たり売上高 (千円） 5,733 99.0

(注) １  上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２  従業員数には、エリアスタッフ及びパート・アルバイト（１日８時間換算）を含んでおります。

３　１㎡当たり売上高には、ネット販売による売上高は含んでおりません。

　
(3) 仕入実績

部門別 仕入高　(千円） 構成比　(％) 前年同四半期比　(％)

ＤＩＹ用品 1,923,904 49.0 111.3

家庭用品 1,389,656 35.4 113.5

カー・レジャー用品 610,724 15.6 104.8

合計 3,924,284 100.0 111.0

(注) １  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２  部門別の用品明細は次の通りであります。

(１)　ＤＩＹ用品・・・・・・ホビー・木製品、建材、手工具、電動工具、金物、塗料、接着剤、園芸資材

薬剤肥料・用土、植物、エクステリア用品、石材

(２)　家庭用品・・・・・・・家庭用品、日用品、インテリア用品、電気資材用品、収納用品、住宅設備用品

(３)　カー・レジャー用品・・カー用品、アウトドア用品、ペット、生体、文具
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２ 【事業等のリスク】

　当第３四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

　
４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第３四半期会計期間における小売業を取り巻く環境は、企業の収益改善傾向を受けて個人消費に

一部持ち直しの動きが見られましたが、雇用情勢に改善は見られず、先行きへの不透明感から依然とし

て弱含みのまま推移し本格的な回復には至っておりません。

このような環境の中、当社は引き続きお客様の要望される商品の導入・拡充を行うための店舗改装

を推進し、これまでより一層お客様のお役に立てる品揃えを実現してまいりました。その結果既存のお

客様のご来店頻度が増し、さらに口コミ等で初めてご来店されるお客様も増えたことにより来店客数

は増加しておりましたが、平成23年3月11日に発生した東日本大震災の影響（例年3月に開催しており

ましたビッグイベントセール開催を自粛し4月開催に延期）で、平成23年3月の来店客数が単月前年比

較で91.4％と落ち込んだことにより、既存店での当第3四半期会計期間の来店客数は前年同期比99.3％

となりましたが、客単価が前年同期比105.5％と伸びた結果、既存店売上高は前年同期比104.8％の52億

3千9百万円となりました。

平成22年10月にオープンした当社10号店目「くさみ店」（福岡県北九州市小倉南区）も豊富な品揃え

がお客様の支持を得て堅調に推移しており、くさみ店を加えた全店では、来店客数が前年同期比

106.4％、客単価が前年同期比105.5％となり、全店売上高は前年同期比112.2％の56億7百万円となりま

した。

利益は売上総利益額の増加により営業利益が1億2千8百万円（前年同期比157.8％）、経常利益が2億

4千7百万円（前年同期比140.4％）となり、四半期純利益は前年同期比139.5％の1億3千7百万円となり

ました。

　
(注）当社は営業開始後13ヵ月経過した店舗を既存店、13ヶ月未満の店舗を新店と定義しており、当第３四半期会計期間

においてはくさみ店を除く９店舗が既存店となります。

　

EDINET提出書類

株式会社ハンズマン(E03331)

四半期報告書

 5/23



　

（２）財政状態の分析

　（資産）

当第3四半期会計期間末における資産合計は、前事業年度末に比べ18億4千7百万円増加の170億7千5百

万円となりました。これは主に、現金及び預金の増加と既存店の商品拡充・新店（くさみ店）の開店に伴

う棚卸資産の増加により流動資産が9億8千4百万円増加したこと、さらにはくさみ店の店舗建物取得によ

り有形固定資産が8億2千6百万円増加したことによるものであります。　

（負債）

負債合計は、前事業年度末に比べ16億2千8百万円増加の101億7千9百万円となりました。これは主にく

さみ店開店時の商品仕入代金および店舗建物取得費用等を短期借入金にて調達したことなどにより流動

負債が20億2千2百万円の増加となり、一方長期借入金の返済が進み固定負債が3億9千4百万円減少したこ

とによるものであります。　

（純資産）

純資産合計は、前事業年度末に比べ2億1千8百万円増加の68億9千6百万円となりました。これは主に、利

益剰余金の増加によるものであります。　

　

（３）キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第２四半期会計期

間末に比べ5千6百万円減少の7億5千5百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況は次のとおりで

あります。　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、1億3千4百万円（前年同期は2億7千8百万円の獲得）となりました。こ

れは主に、税引前四半期純利益が2億4千7百万円、減価償却費が1億5千6百万円、たな卸資産の減少額が6千

5百万円となったのに対し、仕入債務の減少額が1億1千6百万円、法人税等の支払額が1億7千5百万円と

なったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、4千8百万円（前年同期は3千2百万円の使用）となりました。これは主

に本部土地取得等により、有形固定資産の取得による支出が6千3百万円となったのに対し、賃貸料の受取

額が2千5百万円となったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、1億4千2百万円（前年同期は4千8百万円の使用）となりました。これ

は主に、短期借入金の調達による純増額が7千万円となる一方、長期借入金の返済額が2億1千1百万円と

なったことによるものであります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期会計期間において、前四半期会計期間末において計画中であった重要な設備の新設につ

いて完了したものはありません。

また、当第３四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 10,328,000

計 10,328,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年５月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,136,600 5,136,600
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数は100株でありま
す。

計 5,136,600 5,136,600― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　

　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　

　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　

　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年1月1日～平成
23年3月31日

― 5,136,600 ― 1,057,500 ― 1,086,500

　

EDINET提出書類

株式会社ハンズマン(E03331)

四半期報告書

 8/23



　

(6) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、アトランティス・インベストメント・リサーチ・コーポレーション

株式会社から平成23年３月１日付で関東財務局長に提出された大量保有報告書の変更報告書により平成

23年２月28日現在で以下の株式を所有している旨の報告を受けておりますが、当社として当第３四半期

会計期間末における実質所有株式数の確認ができておりません。

　なお、大量保有報告書の変更報告書の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住　　　所
保有株式等の数

(株)
株券等保有割合

(％)

アトランティス・インベストメン
ト・リサーチ・コーポレーション
株式会社

東京都港区浜松町1-30-5　浜松町スクエア
Studio　1805

268,700 5.23

　

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成22年12月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式　2,900

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式
5,132,700

51,327 同上

単元未満株式
普通株式
1,000

― 1単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 5,136,600 ― ―

総株主の議決権 ― 51,327 ―

　

　

② 【自己株式等】

　 　 平成22年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社ハンズマン

宮崎県都城市吉尾町2080
番地

2,900 ― 2,900 0.05

計 ― 2,900 ― 2,900 0.05
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
　７月

　
　８月

　
　９月

　
　10月

　
　11月

　
　12月

平成23年
1月 ２月 ３月

最高(円) 745 770 859 814 819 826 891 955 939

最低(円) 632 661 733 770 761 795 800 860 800

(注)  最高・最低株価は平成22年10月11日以前は大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）におけるものであり、平成22年

10月12日以降は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであります。なお、大阪証券取引所

（ＪＡＳＤＡＱ市場）は、平成22年10月12日付で同取引所ヘラクレス市場及びＮＥＯ市場とともに、新たに開設

された同取引所ＪＡＳＤＡＱに統合されております。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

　

役職の異動

　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

常務取締役　店舗運営部長
常務取締役

店舗運営部長兼商品部長
大薗　正忠 平成22年11月21日
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第５ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期会計期間(平成22年１月１日から平成22年３月31日まで)及び前第３四半期累計期間

(平成21年７月１日から平成22年３月31日まで)は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第３四半期

会計期間(平成23年１月１日から平成23年３月３１日まで)及び当第３四半期累計期間(平成22年７月１日

から平成23年３月31日まで)は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期会計期間(平成22年１月１日か

ら平成22年３月31日まで)及び前第３四半期累計期間(平成21年７月１日から平成22年３月31日まで)に係

る四半期財務諸表並びに当第３四半期会計期間(平成23年１月１日から平成23年３月31日まで)及び当第３

四半期累計期間(平成22年７月１日から平成23年３月31日まで)に係る四半期財務諸表について、有限責任

監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がないため、四半期連結財務諸表は作成しておりません。　
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期会計期間末
(平成23年３月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 761,637 366,330

売掛金 258,646 186,513

たな卸資産 ※1
 5,816,635

※1
 5,300,358

その他 233,929 233,051

流動資産合計 7,070,849 6,086,253

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※2
 5,341,624

※2
 4,761,991

土地 1,804,659 1,786,593

その他（純額） ※2
 991,469

※2
 762,214

有形固定資産合計 8,137,752 7,310,799

無形固定資産 197,870 185,772

投資その他の資産

敷金及び保証金 463,898 466,296

投資不動産（純額） ※3
 847,536

※3
 858,123

その他 373,781 337,315

貸倒引当金 △15,917 △15,917

投資その他の資産合計 1,669,299 1,645,817

固定資産合計 10,004,922 9,142,389

資産合計 17,075,771 15,228,643

負債の部

流動負債

買掛金 1,650,500 1,259,800

短期借入金 4,819,600 2,942,600

未払法人税等 89,416 292,351

その他 453,029 495,259

流動負債合計 7,012,545 4,990,011

固定負債

長期借入金 2,859,100 3,466,800

資産除去債務 214,912 －

その他 93,024 94,575

固定負債合計 3,167,037 3,561,375

負債合計 10,179,582 8,551,386

純資産の部

株主資本

資本金 1,057,500 1,057,500

資本剰余金 1,086,500 1,086,500

利益剰余金 4,752,719 4,534,539

自己株式 △4,671 △4,629

株主資本合計 6,892,048 6,673,910

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 4,140 3,346

評価・換算差額等合計 4,140 3,346

純資産合計 6,896,189 6,677,256

負債純資産合計 17,075,771 15,228,643
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(2)【四半期損益計算書】
　【第３四半期累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 平成21年７月１日
 至 平成22年３月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成22年７月１日
 至 平成23年３月31日)

売上高 15,606,879 17,618,013

売上原価 11,203,774 12,589,047

売上総利益 4,403,105 5,028,965

販売費及び一般管理費 ※1
 4,221,729

※1
 4,753,413

営業利益 181,376 275,551

営業外収益

受取利息 261 210

受取配当金 592 836

早期決済奨励金 291,737 333,635

受取手数料 124,308 111,024

投資不動産賃貸料 42,367 75,511

その他 10,619 3,493

営業外収益合計 469,887 524,711

営業外費用

支払利息 81,929 72,203

投資不動産賃貸費用 33,327 28,739

その他 14,664 9,946

営業外費用合計 129,921 110,889

経常利益 521,342 689,373

特別損失

固定資産除却損 ※2
 6,119

※2
 492

固定資産売却損 ※3
 15,541 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 62,711

特別損失合計 21,661 63,204

税引前四半期純利益 499,681 626,169

法人税、住民税及び事業税 172,407 258,609

法人税等調整額 43,579 10,770

法人税等合計 215,986 269,380

四半期純利益 283,695 356,788
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　【第３四半期会計期間】
(単位：千円)

前第３四半期会計期間
(自 平成22年１月１日
 至 平成22年３月31日)

当第３四半期会計期間
(自 平成23年１月１日
 至 平成23年３月31日)

売上高 4,998,187 5,607,138

売上原価 3,583,317 3,985,791

売上総利益 1,414,869 1,621,347

販売費及び一般管理費 ※1
 1,333,150

※1
 1,492,356

営業利益 81,719 128,990

営業外収益

受取利息 130 76

受取配当金 194 340

早期決済奨励金 88,985 99,035

受取手数料 35,551 34,688

投資不動産賃貸料 15,099 25,377

その他 4,060 426

営業外収益合計 144,022 159,945

営業外費用

支払利息 26,151 23,974

投資不動産賃貸費用 9,107 9,529

その他 14,157 7,932

営業外費用合計 49,416 41,436

経常利益 176,324 247,499

特別損失

固定資産除却損 ※2
 5,287

※2
 492

特別損失合計 5,287 492

税引前四半期純利益 171,036 247,006

法人税、住民税及び事業税 103,350 134,700

法人税等調整額 △30,689 △24,944

法人税等合計 72,660 109,755

四半期純利益 98,376 137,250
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 平成21年７月１日
 至 平成22年３月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成22年７月１日
 至 平成23年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 499,681 626,169

減価償却費 398,950 427,410

受取利息及び受取配当金 △854 △1,046

支払利息 81,929 72,203

早期決済奨励金 △291,737 △333,635

投資不動産賃貸料 △42,367 △75,511

投資不動産賃貸費用 33,327 28,739

固定資産除却損 6,119 492

固定資産売却損益（△は益） 15,541 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 62,711

売上債権の増減額（△は増加） △23,706 △72,132

たな卸資産の増減額（△は増加） △394,693 △516,277

仕入債務の増減額（△は減少） 405,153 390,699

未払消費税等の増減額（△は減少） △17,653 △9,932

その他 △31,622 △62,252

小計 638,067 537,637

利息及び配当金の受取額 854 1,046

利息の支払額 △82,393 △72,120

早期決済奨励金の受取額 282,028 323,768

法人税等の支払額 △291,735 △456,419

営業活動によるキャッシュ・フロー 546,820 333,910

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △411,973 △1,101,814

投資不動産の取得による支出 △325,837 －

投資不動産の賃貸による収入 48,351 77,652

投資不動産の賃貸に伴う支出 △21,514 △16,256

敷金及び保証金の回収による収入 31,325 2,398

その他 64,894 △30,718

投資活動によるキャッシュ・フロー △614,754 △1,068,739

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 300,000 1,900,000

長期借入れによる収入 700,000 －

長期借入金の返済による支出 △440,000 △630,700

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △629 △637

自己株式の取得による支出 － △41

配当金の支払額 △128,235 △138,485

財務活動によるキャッシュ・フロー 431,134 1,130,135

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 363,200 395,306

現金及び現金同等物の期首残高 480,825 360,230

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 844,026

※
 755,537
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第３四半期累計期間

(自  平成22年７月１日  至  平成23年３月31日)

会計処理基準に関する事項の

変更

（資産除去債務に関する会計基準等の適用）

　第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準

第18号　平成20年3月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第21号　平成20年3月31日）を適用しております。

　これにより、当第３四半期累計期間の営業利益、経常利益はそれぞれ7,326千円

減少しており、税引前四半期純利益は70,037千円減少しております。また、当会

計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は211,736千円であります。

　

【簡便な会計処理】

　

　
当第３四半期累計期間

(自  平成22年７月１日  至  平成23年３月31日)

たな卸資産の評価方法 　当第３四半期会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し、

前事業年度に係る実地たな卸高を基礎として合理的に算定する方法によってお

ります。

　また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものにつ

いてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

　

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
当第３四半期会計期間末
(平成23年３月31日)

前事業年度末
(平成22年6月30日)

※1　たな卸資産 　 　 ※1　たな卸資産 　 　
　　　商品 5,769,978 千円　 　　　商品 5,259,450　千円　
　　　貯蔵品 46,657 千円　 　　　貯蔵品 40,907　千円　
　　　合計 5,816,635 千円　 　　　合計 5,300,358　千円　

 ※2　有形固定資産の減価償却累計額 　  ※2　有形固定資産の減価償却累計額 　

　 3,952,690 千円　 　 3,531,406　千円　

 ※3　投資不動産の減価償却累計額 　  ※3　投資不動産の減価償却累計額　 　
　 402,553 千円　 391,967　千円　
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(四半期損益計算書関係)

第３四半期累計期間

　

前第３四半期累計期間
(自 平成21年７月１日
至 平成22年３月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成22年７月１日
至 平成23年３月31日)

※1　販売費及び一般管理費のうち、主要な科目及び金額

は次のとおりであります。

広告宣伝費 415,099 千円

従業員給与手当 1,707,472 千円

福利厚生費 246,452 千円

水道光熱費 193,738 千円

賃借料 548,092 千円

減価償却費 398,950 千円

※1　販売費及び一般管理費のうち、主要な科目及び金額

は次のとおりであります。

広告宣伝費 468,587 千円

従業員給与手当 1,930,881 千円

福利厚生費 296,919 千円

水道光熱費 214,043 千円

賃借料 541,423 千円

減価償却費 427,410 千円

※2　固定資産除却損　 ※2　固定資産除却損　

固定資産除却損の内訳は次のとおりであります。

建物除却損 3,613 千円

構築物除却損 1,575 千円

工具、器具及び備品除却損 930 千円

合　　計 6,119 千円

固定資産除却損は工具、器具及び備品除却損であ

ります。

 
 
 

※3　固定資産売却損

固定資産売却損は構築物売却損であります。

 
────────────────

　

第３四半期会計期間

　

前第３四半期会計期間
(自 平成22年１月１日
至 平成22年３月31日)

当第３四半期会計期間
(自 平成23年１月１日
至 平成23年３月31日)

※1　販売費及び一般管理費のうち、主要な科目及び金額

は次のとおりであります。

広告宣伝費 116,198 千円

従業員給与手当 543,579 千円

福利厚生費 79,514 千円

水道光熱費 57,147 千円

賃借料 182,333 千円

減価償却費 134,340 千円

※1　販売費及び一般管理費のうち、主要な科目及び金額

は次のとおりであります。

広告宣伝費 129,841 千円

従業員給与手当 612,510 千円

福利厚生費 96,374 千円

水道光熱費 69,824 千円

賃借料 175,584 千円

減価償却費 156,968 千円

※2　固定資産除却損　 ※2　固定資産除却損　

固定資産除却損の内訳は次のとおりであります。

建物除却損 2,781 千円

構築物除却損 1,575 千円

工具、器具及び備品除却損 930 千円

合　　計 5,287 千円

固定資産除却損は工具、器具及び備品除却損であ

ります。

 
 
 
 

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期累計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成22年３月31日)

当第３四半期累計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成23年３月31日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成22年３月31日現在)

現金及び預金 850,126 千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △ 6,100 千円

現金及び現金同等物 844,026 千円

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成23年３月31日現在)

現金及び預金 761,637 千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △6,100 千円

現金及び現金同等物 755,537 千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期会計期間末(平成23年３月31日)及び当第３四半期累計期間(自  平成22年７月１日  至  平

成23年３月31日)

１  発行済株式に関する事項

株式の種類 当第３四半期会計期間末

普通株式(株) 5,136,600

　

　

２  自己株式に関する事項

株式の種類 当第３四半期会計期間末

普通株式(株) 2,991

　

　

３  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年９月29日
定時株主総会

普通株式 138,608 27.00平成22年６月30日 平成22年９月30日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間末

後となるもの

　該当事項はありません。

　

(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を

行っておりますが、前事業年度の末日と比較して著しい変動がありません。

　

(金融商品関係）

当第３四半期会計期間末(平成23年３月31日)

短期借入金が事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前事業年度の末日に比べて著しい変

動が認められます。

　 　 　 　

科　　目
四半期貸借対照表計上額

（千円）
時　　価
（千円）

差　　額

短期借入金 4,819,600 4,819,600 ―

(注) 　  短期借入金の時価の算定方法

短期間で決済されるため、時価は帳簿価額とほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。
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(有価証券関係)

有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動があ

りません。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期会計期間末の契約額等は、前事業年度の末日と比較して著しい変動があ

りません。　

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。　

　

(持分法損益等）

当社は、関連会社がないため、該当事項はありません。

　

(賃貸等不動産関係)

賃貸等不動産の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動

がありません。　

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社の報告セグメントは、ホームセンターのみであるため、記載を省略しております。

(追加情報)

第１四半期会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平成21年

３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号  平

成20年３月21日)を適用しております。

　

EDINET提出書類

株式会社ハンズマン(E03331)

四半期報告書

19/23



　

(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第３四半期会計期間末
(平成23年３月31日)

前事業年度末
(平成22年６月30日)

　 1,343円 34銭
　

　  1,300円 68銭
　

　

２．１株当たり四半期純利益金額等

第３四半期累計期間

前第３四半期累計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成22年３月31日)

当第３四半期累計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成23年３月31日)

１株当たり四半期純利益金額 55円 26銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　

１株当たり四半期純利益金額 69円 50銭

　同　　左
　

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎
　

項目
前第３四半期累計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成22年３月31日)

当第３四半期累計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成23年３月31日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 283,695 356,788

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株主に係る四半期純利益(千円) 283,695 356,788

普通株式の期中平均株式数(株) 5,133,663 5,133,631

　

第３四半期会計期間

前第３四半期会計期間
(自  平成22年１月１日
至  平成22年３月31日)

当第３四半期会計期間
(自  平成23年１月１日
至  平成23年３月31日)

１株当たり四半期純利益金額 19円 16銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　

１株当たり四半期純利益金額 26円 74銭

同　　左
　

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

　

項目
前第３四半期会計期間
(自  平成22年１月１日
至  平成22年３月31日)

当第３四半期会計期間
(自  平成23年１月１日
至  平成23年３月31日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 98,376 137,250

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株主に係る四半期純利益(千円) 98,376 137,250

普通株式の期中平均株式数(株) 5,133,663 5,133,609

　

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

　

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年５月12日

株式会社ハンズマン

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    松　　尾    政　　治    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    　森　    昭　　彦      印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ハンズマンの平成21年７月１日から平成22年６月30日までの第46期事業年度の第３四半期会計期間(平

成22年１月１日から平成22年３月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成21年７月１日から平成22年３月31

日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フ

ロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の

責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ハンズマンの平成22年３月31日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年５月12日

株式会社ハンズマン

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    松    尾    政    治    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    　森  　    昭　　彦    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ハンズマンの平成22年７月１日から平成23年６月30日までの第47期事業年度の第３四半期会計期間(平

成23年１月１日から平成23年３月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成22年７月１日から平成23年３月31

日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フ

ロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の

責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ハンズマンの平成23年３月31日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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